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我々は、2014年度に打ち上げ予定の次期 X線天文衛星 ASTRO-H搭載軟 X線 CCDカメラ（Soft X-ray Im-
ager:SXI）用CCD素子の開発を行っている。SXIは、4つのCCD素子をモザイク状に配置することにより、38’
× 38’の広視野で 0.4～12keVのエネルギー帯域の撮像と分光を行う。 我々は、機械的・電気的にフライトモデ
ルと同仕様の大型CCD素子 (Pch-NeXT4)のエンジニアリングモデル（EM）を開発した。この EM素子は、空
乏層厚 200 μmを持つ Pチャンネル裏面照射型の素子である。2011年秋季年会での報告の通り、この素子の入
射面は、軟X線に対する応答が改善する処理が施されている。
ところが、実際にこの EM素子を用いての軟 X線に対する応答は測定されていない。そこで、2012年 10/25
～11/1にかけて高エネルギー加速器研究機構のシンクロトロン放射光施設（KEK-PF）において、EM素子に、
0.35、0.4、0.5、0.7、1.0、1.5keVの計 6点の X線を照射した。0.35keVまでの輝線が取得でき、1.0keVでのエ
ネルギー分解能（FWHM）は、133eVであった。
本講演では、EM素子の軟X線に対する応答関数について詳述する。


